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　「振り返り曲線シ トー」は，KJ法を用いてデ ターの一部を取りし，サブカテゴリー とカテゴリー に分
け命名した。分析を行っていくと，久保田（2017）2）が使用していた5つのカテゴリー が本研究にお
いても妥当であると判断しそのまま使用した。







や症状は，熱 19%，風邪 11%，喉 15%，咳 7%，鼻水 7%の順であった。
　②実習中の睡眠に関することでは，5時間以上 6時間未満が 25%と一番多く，次に6時間以







29%，製作 16%，リズム2%，紙芝居 2%，身体表現 1%，体操 0%，その他 4%であった。その他
の内容は，ペープサ トー，パネルシアター ，エプロンシアター ，パペット，朝の会であった。
　④日誌に関する時間は，3時間以上 4時間未満が 35%，4時間以上 5時間未満が 21%，2
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